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被　服　123

シaン行動の嗜好性と類型化

　被厭に関する嗜好性について

女子大○井尻　登喜子　　南日　朋子　　梅花短大　家本　條

目的　被服は着用者の非言躊象徴のひとつであると貫われているように、人間相互間の

5 ≫ ニケーシｌンの中で被服の持つ役割は少なくない。特に、人格や性格などを知る上

の大きな手掛かりとなることが多い。そこで被服に関連する貿問を作成し、ＹＧ性格テ

｝と同時にアンケー｝調査を行ない、これらの関係について2 3の知見を得たので報告

る。

方法　調査内容は、①Y G 性格テスト検査による1 2の性格尺度の５つの-f ロフィール

よる類型。　②被服に関する一iR 的な質問（5 段It S D法）1 0 5 項目、トータルイメー

、被服のシルエ-/ ｝や模様の嗜好性、アクセサリー、ヘアースタイル、化粧などについ

連続形式回答によるもの2 2項目、非連続形式回答によるもの2 3項目で合計1 5 0項

とした。調査対象者は女子大生1 2 0名で、爾査日は昭和6 2年７月９日である。

結果　①ＹＧの単純集計より、調査対象者はほぽ中庸をとI) 、神経質でなくのんきであ

I) g考せず、社会的接触を好it傾向の学生が多かっt。②被服のシルX ットでボディコ

シャスを好む学生は「自分の服装を人は結構見ていると思う」「洋服のどこかに必ず流行I

取1入れることを意畿している」「ファッションモデルのように人前で歩v> てみたい　」な

の質問に肯定的であることから、おしゃれで流行に関心の高い学生と言える。これらを

格との関係からみるとボディコンジャズが好きな宇生は劣等感が少なく、ゆったI)した

服が好きな学生は劣等感が大S いという傾向にあっli.。また, スカート丈の好みについ

(>、その人の性格が、被服に対する嗜好や態度や行勘に現われることが明らかになった。
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ファッシa ン行動の嗜好性と類型化

Si Z報　｝－タルイメージや化粧などに関する嗜好性について

武庫川女子大　井尻　登喜子　○奢日　朋子　　梅花短大　家本　修

前報において、被服に対する嗜好性について述べたが被服に付随tる7 クセサリ

よりヘ7 -スタイルや化粧も性格を知る上で大きな役割を持ってv>ると考えられ

で、服装を形成する上で重要なポイントとなるものを性格との関係について報告

すi 。

　方法　爾査内容は、①ＹＧ性格テスト検査による1 2の性格尺度の５つのプロフィール

による類型。②アクセサ') - に関する5項目、ヘアースタイルに関する９項目、化粧に関

する1 0 項目、■ L ―.タルイメージに関する8 項目の合計3 2項目とした。尚、爾査対象者

爾査日は第1報と同tﾆである。

　結果　Y G性格テス、ト検査より、「非熟IK 的、瞑想的　」な学生は前髪を後ろと同じ長さ

に垂らし、アイシャドウをよくするのに対し、「熟慮的、非瞑想的」な学生は前髪を眉が見

る程度に値くし、アイシ-f ドウはしない傾向にあることがわかった. ｝- タルイメージの

マ■=-/ シュ系(自立する女であI) たい)を希望する学4.は、スカー＼よ1) パンツを着用する

傾向が高く、「自≫と同じ服を着ている人を見たらその服は着たくない」･「グループででか

けるときは他の人と服を合わせる」などの質問に、‘マ=■ ツシ･..系を希望しない学生より肯

定的で、きらに　「下着に少々のほつれがあっX も見えなv> からまあいいと思う。」　には否

定的で、おしゃれに対する意識が高かった。


